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会長が不安だと 

 

 

 

 

                         

   

 

 

 

 

 

 

 

    

     

 

メネット事業 吉原 和子      担当主事 長田 光玄 

担当主事 吉永貴弘

会長ひと言           吉原 訓 

 自宅近くの駐車場に用事があり、そこで幼稚園児とそ

のお母さんたちが迎えのバスを待っていました。 

 私はその輪の中の二人の知り合いに話しかけました。

「君たちの関係を“ママトモ”と言うのだろうが、あな

たたちのダンナさんの父親と私との関係を何て言うか

分かる？」…一瞬 間をおいて一人のママが「パパトモ」

と答え、同時にもう一人のママが「ジジ〇〇…」、「アッ」

と言って言葉を飲み込んでしまいました。そうなんです、

69歳は間違いなく ジジィ なんです。 

        私の健康十箇条は、 

１ 禁煙を続けること。 

２ 週に二日以上アルコール類を口にしない日をつくること。 

３ 一日三食を決まった時間に食すること。 

４ 食べ物を口にしたあとは、必ず口腔を掃除すること。 

５ 自分のベスト体重を設定し、その維持に努めること。 

６ ひまな時は できるだけ体を動かすこと。 

７ おつきあいで飲み歩かないこと。 

  自分の気が進まない時は、うまくことわる。 

８ 会合等でイライラを感じたときは、別の事を考える。 

９ 月に二回以上、生涯スポーツとして、クレー射撃に

励むこと。 

10 日々の心身のコンデションを整えること。 

日ごろの生活の中で心掛けていることです。社会奉仕は、

皆んなの健康の上に成り立ちます。ご参考までに…。 
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 ◎今月の聖句◎ 

そこで、イエスは言われた。「剣をさやに納めなさい。剣を

取る者は皆、剣で滅びる。」       -マタイによる福音書２６章５２節- 

暴力や武力で解決することを否定する御言葉ですね。 

歴史を見ても 武力で次々と諸国を制圧した国が武力によ

って滅ぼされたということが繰り返されています。イエスがイエス

を憎む者たちの手によって捕えられようとするときにこの言葉

が語られました。イエスを捕えようとする人々に向かってイエス

の弟子のペテロが剣を抜いて斬りつけたのです。それに対し

てイエスが言われた御言葉です。 

     

強調月間 ＥＦ/ ＪＥＦ
 

     

ＥＦ、Endowment Fund、國際が展開する特別基金をいう。

国際の基金評議会が管理し、世界のワイズから集めた果実

を運用する。US＄120 以上の寄付をすると、ゴールデンブ

ックに記帳される。国際･交流事業主任がその推進役となっ

ており、今期は、柳澤 岳事業主任(松本)が担当する。   

JEF、Japan East Y’s Men＇s Fund、東日本区ワイズ

基金の略称。いわばEFの国内版、区の活動を支え、区ワイ

ズダムの更なる活性化につなげる基金。先ごろ、区では、

寄付金募集中の東山荘にJEFから1千万円を拠出している。

寄付すると、その氏名や理由が区備付けの「奉仕帳」に記

帳され、永久に保存される。特に金額は明示されていない。   

区では 随時 受け付けている。 
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  ２０１６年５月会報 第２５９号 
         国際会長（ＩＰ） Wichian Boonmapajorn  （タイ）                                                          

２０１５    主  題 “Mission with Faith ”  「信念のあるミッション」 

スローガン “Count Your Blessing”  「恵みを数えよう」  

        アジア地域会長（ＡＰ）  Edward K．W．Ong (シンガポール)  

～     主   題  “Through Love，Serve”  「愛をもって奉仕をしよう」                                    

   スローガン  “Let it Begin with Me”  「まず自分から始めよう」 

２０１６   東日本区理事  渡辺 隆（甲府）  「原点に立って、未来へステップ」 

湘南・沖縄部部長 今城 高之（横浜つづき）「一人ひとりが愛と平和の種をまこう！」 

   クラブ会長  吉原 訓 「ゆっくり・楽しく 社会に奉仕」                    

主 題   副会長 浦出 昭吉    書記 若木 一美   会計 小俣 妙子 
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「いのち」未来への継承』 

～私たちの地球のために～ 

“From Our Hands, 

We Pass Nature’s 

Torch” 

 

 

４月在籍者数 ４月出席者数 出席率  
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（ｇ） 

C S ・ T O F ・
A S F 

(円) 

Y E S 

（円） 

ロ バ 

（円） メ ン 12 メ ン 7 84％ 

メネット 1 メネット 3  前 月 迄 0 0 0 0 27,750 

  ゲ ス ト ら 2  当 月 0 0 0 0 0 

計 13 合 計 12  累 計 0 0   0 0 27,750 

★強い義務感を持とう 義務はすべての権利に伴う★ 

 

 



 

 

☆第１例会（竹の子例会）報告☆              吉原 訓 

日 時：20１6年4月22日(金) 11：00～15：00        私の方は、金子･加藤両ワイズとの会話です。話がクレー 

場 所： 吉原会長宅                    射撃用銃に及び、奥からベラッチの銃と薬莢を持ち出して   

出席者：(ビジター) 金子 功さん･伊藤比朗美さん(横浜クラブ)  お披露目と相成り、前に例会でお話したこともあってか      

 （メ ン） 加藤･小俣･佐藤･鈴木･土方･吉原･渡辺       加藤ワイズは予備知識をお持ちの様子ですが、金子ワイズ 

(メネット)  加藤･杉本･吉原            計)12名   の方は、興味津々といったところ、クレーとライフルの違 

 今や恒例となった‘竹の子例会’、今回で10回を迎えま  いとか 台座の文様の価値などが話題になりました。 

した。われながらヤレヤレといった思いがします。     一段落したところで 今月のハピーバースディは渡辺慶子 

 11時過ぎ 開会点鐘と挨拶に始まり、外の四月晴れ(？)と ワイズ、記念品贈呈のあと庭に出て記念撮影、型の関係か、 

は対照的に お部屋の中は静けさがみなぎります。     椅子が‘車イス’に見える(？)、決してそんなことは 

 ワイズソング･信条･聖句拝読、ビジターの紹介…とやや  ありませんぞ！ ひと通り片付けが終わって 再び元の 

緊張感に包まれながらプログラムが進行し、ビジネスでは、 席に…、長野大会の参加者数が今いちと聞いて 1年前 

① 長野大会関係で、すでに確認書も届き、往復の乗物  を思い出したり、また アスパラの注文申込用紙が回覧さ 

の手配･説明と参加者の確認、②明 23日部役員会の出席者  れたりで、楽しいひと時も瞬く間のようでした。 

確認、③5月例会の卓話は私から「くすりと健康」のテーマ  又ね…とご挨拶を交わし 門口までお見送りしました。 

で行う、④つづきクラブ10周年と森の家研修参加者の確認、 

⑤行事予定の説明などがあって、手際よく終わりました。 

 今年は 筍の育ちが早かったのと前日が雨で下が緩いこと 

などから、その日の朝方に必要本数を採ってきておいたので、 

そのままお食事タイムとなりました。 

 メネットさん方の手を煩わした甲斐があってか、テーブル 

の上には載りきれないほどのお料理でいっぱいになりました。 

日ごろ 何気なく食べている筍も今日ばかりはメインディッシュ 

といったところ、心なしか ひと際輝いて食卓を陣取ってい 

るかのようです。昼間に頂くビールは いっそう食欲を煽る 

かのように、そしてメネット方も負けじと会話が弾みます。 

                                               

  ☆「たけのこ例会」に参加して☆          ☆「竹の子例会」に参加して☆   

              横浜クラブ会長 金子 功                                   

        4月22日、とつかクラブの「たけのこ例会」

に出席させて頂いた。例年 この時期に吉原会

長邸で行われるもので、竹藪で実際に筍堀に

挑戦し 筍三昧の食事を楽しむ例会である。 

JR戸塚駅から10分ほどバスに乗り午前11時の集合時刻に

吉原邸に到着した。天気は前夜の雨も止んで暑いほどの快晴。

泥の付いたシャツ姿で出迎えてくれた吉原ワイズが「筍堀に

行きますか、昨夜の雨で足元が悪いんで 今朝 もう皆さんの

お土産分は掘っておきましたよ。」と。内心ホッとして 筍堀

はパスすることにした。気が付くと 玄関脇には 20 本以上の

立派な筍が山積みされていた。 

ワイズソング･ワイズの信条を唱和し、会長の挨拶ではビジター

の伊藤メネット(横浜クラブ)と私が紹介され 歓迎された。ビジ 

ネスの中心議題は第19回東日本区大会への参加の件であった。                                                                                                                                                                   

食事会では 吉原メネットを中心に準備されたご馳走が所狭

しとテーブルに並べられ、会話を楽しみながら心ゆくまで美味を楽

しんだ。筍の煮もの、筍ご飯を賞味したことは言うまでもない。 

 帰りには持ちきれないほどの掘りたての筍を土産にもらい、            

幸せ一杯の気持ちで吉原邸を後にした。 

吉原会長を始め とつかクラブの皆さまに心から感謝します。                      

             横浜クラブ 伊藤 比朗美 

皆様との再会を楽しみに、そして竹の子にも    ち

ちょっぴり心惹かれて、とつかクラブの例会の日    

を心待ちにしておりました。 

   手入れが良く行き届いた吉原家のお庭には、 

藤の花や霧島つつじが、春麗かな光の中で、見事に 

咲き誇り 私たちを迎えてくれました。 

前日の雨でぬかるんでいるのを想定して、竹の子堀は

あきらめ（？）、小俣さんの司会で例会は始まりました。 

例会プログラムの最後に、「本日はビジターとして、横浜

クラブから金子会長が参加してくださいました。」と紹介

があり（アレ！私は？ そうか 私はとつかの皆様とは裸の

付き合いもした仲間だから…。）、すぐに 和やかな昼食会

となりました。 

 居心地良く、楽しい語らいでアッという間に時間は過ぎ   

てゆきました。吉原会長がその日の朝 すでに掘り起し、

用意しておいてくださった立派な竹の子をたくさん戴き、

娘宅にもおすそ分け。 

                     昔、母がその下拵えを私に訓示してくれたように教えよ

うとしましたが、今はネットで…、「はい、存じております。」

…だそうな。 



 

 

    （ここに掲載するのは、4月 24日に横浜YMCAの井上

孝一職員が熊本の現地支援に行かれるということで、熊本

クラブの吉本貞一郎さん（元西日本区理事）宛てに簡単な

お見舞文を託したところ、26日の13時過ぎに 以下のよう

なファックスが届きました。予定していた記事は来月に回し、

その全文を掲載します。） 
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横浜とつかワイズメンズクラブ 

加藤 利榮 様 

 

熊本YMCAスタッフより連絡をいただきました。 

ご心配をおかけしております。 

このような災害で 生まれ育った益城町が有名になると

は思ってもおりませんでした。私の自宅は、今回 最も被

害がひどかった地域の中にあります。倒壊した家屋がたく

さん有るので、もしかしたら どこかのニュースに流れた

かもしれません。ただ、私の自宅建物は無事、私も家族

も怪我も無く過ごしています。 

インフラは、電気はついていますが 水はまだといった

ところです。自衛隊の給水車やすでに復旧した地域から

水は賄っています。飲料水は取り立てて不便は感じませ

んが、炊事・洗濯・トイレの雑用水に皆さんお困りのよ

うです。 

熊本市南区の工場は軽微な被害で、すでに操業を行っ

ています。熊本 YMCA も 指定管理を受けていた益城町

総合運動公園や御船町スポーツセンターで懸命な被災者

支援を行っています。また、阿蘇でも阿蘇YMCA（キャ

ンプ）を拠点に支援を行っています。でも、YMCA自身

も施設の損害は少なくないようです。 

住宅や店舗を失った方が大変多く、今後も支援が必要と

思っています。徐々に平常を取り戻していく中で、高齢

者や障害者、シングルペアレントなど社会的な弱者が取り

残されていくのではと心配しています。この喧騒がひと

段落した時に、周りを見回し、ワイズや YMCA の役割

が見えてくるのかもしれません。 

 ご心配をいただき、心から感謝申し上げます。私自身、

何もできない自分に消沈しているのですが、会社で社員

に遅滞なく給料を支払い、取引先のためにも商品を供給

するということで手いっぱいな状況です。 

 本当にありがとうございました。震度7を2回は、す

ごかったです。 

 

熊本ワイズメンズクラブ 

吉本 貞一郎 

 

なお 吉本さんは (株)熊本製綿所という会社の経営責任者で、

現地からの報告では、避難所への布団のご寄贈や物資輸送のた

めの大型トラックの提供などをされているとのことです。   

☆湘南とつかYMCA運営委員会から☆ 

           委員長 加藤 利榮 

年 6 回･奇数月に開かれる標記委員会、3 月 28 日に

15年度第5回委員会が湘南とつかYMCAにおいて、委員

側から吉原･若木両ワイズを含む6名、スタッフは大高館

長を始めディレクター8名全員が出席して開かれました。 

 食事、開会礼拝に続く報告･協議では、健康教育や語

学教育など7部門のディレクターから過去3か月間の活

動報告と次期への見通しなどを聴き、また、館長から

16年度事業方針･計画と事業別予算が示されました。 

 報告の中で「季節プロ行事」部門の‘うたごえ広場’、

この1年ほどの入場者数は毎回180名台、思えば10年

ほど前の2006年4月に数人のワイズが中心となり発足、

その1年後には富士山YMCAに“うたごえ一泊ツアー”、

さらに、8年4月にはJASRACによる“利用許諾No．”

を受けたことなどが、ふと懐かしく思い出されました。 

 次に 館長から、①「踊り場地区センター」に引き続き

「舞岡地区センタ－」がYMCAの指定管理になることに

伴い、次回から両センター館長にも当委員会に加わって

もらうことを考えたい。②例年 開催している「運営委

員･スタッフ･リーダー交流会」を、今年は5月14日(土)

の次回運営委員会に引き続き行う旨の提案があり、いず

れも了承されました。この交流会、2010年以来 毎年こ

の時期に1階ホールにおいて開催しており、今年で7回

目を迎えます。運営委員の私たちが YMCAを訪れたと

きに、 玄関カウンターの前をご 挨拶だけで通り過ぎる

のではなく お互い ひと言ふた言、声を掛け合えるきっ

かけが大事、そしてまた 職員同士であっても なかなか

一堂に会する機会の少ない実情を少しでも埋めること

ができれば…ということから始められました。 

定刻の20時30分、実のあるひと時は終りました。 

 

   ☆湘南とつかYMCA16年度新規スタッフ☆ 

今回の異動に伴い、新しく加わったスタッフを紹介します。 

〈学童保育〉 

 菅原 愛（新）・松村 拓哉（新）・佐藤 良咲（新） 

〈健康教育〉 

 瀬戸 俊孝（横浜中央）・高橋 郁愛（産休明け） 

 池田 さなえ(新)・野口 遥菜（新）・山本 有里佳（新） 

〈スポーツ専門学校〉 

 藤澤 如子（新） 

〈オルタナティブ〉 

 野田 知裕（台北）・寺原 由夏（新） 

〈乳児保育園〉 

 勝俣 陽子（新）・児島 尚美（新） 

                   以上13名 

   新たに加わられたスタッフの皆さん、 

  また Y祭や交流会、その他さまざまな場面で 

 関わりますので、宜しくお願いします。  会長 



 

 

 

☆YMCAだより☆       担当主事 長田 光玄 

～すべての人が一つになるように～  

2016年4月、湘南とつかYMCAでは13人の新スタッフが配属

になり ニューフェイスが増えて若々しくなりました。私は、4

月より横浜 YMCA が横浜市より指定管理者として施設の管理

運営を任されている「踊場地区センター」で従事することとな

りました。横浜とつかクラブの担当主事は引き続き担当させて

いただくことになりました。今後ともよろしくお願いします。 

4月14日に発生した平成 28年熊本地震では多くの方が被災

し、今も苦しみ、悲しみの中にある方々がいらっしゃいます。

横浜 YMCA からは応援スタッフを派遣し、現地でボランティア

のコーディネーターやアレルギーの方の対応デスクを立ち上げ、

多くの人に寄り添う活動をしております。(写真) 

今後、横浜 YMCA 全体で緊急街頭募金を予定しております。

施設内では募金箱を設置し 募金の協力をお願いしております。 

「すべての人が一つになるように」復旧･復興が1日でも 

早く進みますよう お祈りいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 熊本地震緊急支援募金に協力しよう！ 

   クラブとして、個人として…。区宛の場合は、 

「熊本支援」と明記（払込票は小俣会計が保管中）、 

＆ YMCAが実施する街頭募金に参加しよう…！ 

☆今月の歳時記から☆ 

‘牡丹 ぼたん’と‘浅草祭 あさくさまつり’ 

‘牡丹’、５月の上旬ころ、大型の美麗な花を開く。   

牡丹は、中国原産の落葉灌木で、高さが1～1,5メートルに

もなる。花は、紫、紅、淡紅、白など多様で、花弁は8片

ないしそれ以上となる。牡丹の名所には、奈良の長谷寺や

当麻寺、福島県･須賀川などが有名で、花見客で賑わう。 

牡丹散ってうちかさなりぬ二三片   蕪 村 

灯のうつる牡丹色薄く見えにけり   子 規 

      白牡丹といふといへども紅ほのか    虚 子 

     千姫の散歩道とや緋の牡丹       濃 菊 

次に‘浅草祭’、三社祭とも言って、5月17，8日（古く

は陰暦3月）、東京･浅草の浅草神社で行われる祭礼、この

日は、神前に舞台を設けて、古式による田楽舞の神事があ

り、柏板踊りなどで賑わう。                   

昔は、祭りの当日、雷門の付近に蓑（みの）市が立った。 

浅草の祭もなかや心太        軒 雨 

結綿に花櫛に三社祭かな       喜 舟          

  蓑市にいづちの花のちる燈かな    細 流           

被災地の皆様に 

心よりお見舞い申し上げます 

4 月 14 日以来続いております地震災害に 熊本とそ

の周辺のワイズ関係者の皆様には大変なご心痛のこと

と察し 心よりお見舞い申し上げます 

テレビに映し出される御地の惨状に ただ息を呑み

絶句する日常です 

ひと通りの言葉では言い尽くせぬことはよく承知し

ておりますが 当面 災害の長期化が予想されています 

まずはご自身のご健康にご留意されお過ごしいただ

けますよう 会員一同心よりお祈り申し上げております 

横浜とつかワイズメンズクラブ 会長 吉原 訓 

         会 員 一 同 

 

☆５・６月の行事予定 ☆ 

➢５/ 7(土) 第１例会：18：30分～湘南とつかYMCAホール 

➢５/14(土) 運営委員･スタッフ交流会：18：30～とつかＹ 

➢５/17(火) 第2例会：18：30～ とつかY 201号室 

➢５/21(土) 横浜つづきクラブ設立10周年例会：富士山YMCA 

➢５/28(土) 横浜YMCA会員総会：17：00～とつかYホール 

➢６/4(土)‐5(日)長野大会：若里市民文化ホール・メルパルク  

➢６/７(火) 第７３回Y‐Y＇s協議会：中央Y・501号室 

➢６/18(土) 第3回部評議会 

        

 ～５月の例会のご案内～ 

５月７日（土）１８：３０～２０：３０ 

第1例会：とつかYMCA ホール 

        卓話：吉原会長 「くすりと健康」 

5月17日（火） １８：３０～ 

      第2例会：とつかYMCA・204号室 

       区大会の最終確認を行います。 

         ～Happy Birthday～ 

            （該当なし） 

 

【掲示板】              会 長                                                  

◎ 区大会への参加について 

   長野大会が近くなってきました。現地から「確認書」

も届いております。乗車券の手配は加藤ワイズにお願い

してあります。先だってお渡しした「長野大会ツアー」

の時間でご一緒しましょう。今度の例会で、また新し

い情報などをお届けできると思います。 

◎ 熊本地震関係への支援について 

 △ 当面、湘南とつか YMCA の入口カウンターや休憩

コーナーなどには募金箱が設置されています。 

△ 街頭募金は、現在 警察などへの許可申請中などのため、

もう少し時間が必要とのことです。 

 (後記) 

 目の覚めるような若葉の季節とは裏腹に 心の痛む日々です…。 

                                〈T/K〉 


